
阪

神

工

業

地

帯

の

形

成

1
1工
業
構
造
変
化
を
中
心
と
し
て

l
t

竹

淳

彦

内

一
、
は

カS

し

き

工
業
地
域
は
国
民
経
済
発
展
の
投
影
と
し
て
歴
史
的
に
、
ま
た
地
域
的
に
形
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
工
業
地
域
と
く

に
阪
神
や
京
浜
の
よ
う
な
中
心
的
大
工
業
地
特
の
工
業
開
発
を
考
え
る
場
合
、
単
に
工
場
分
布
の
平
面
的
変
化
を
論
じ
た
り
、
あ
る
い
は

産
業
史
蹟
を
点
綴
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
を
一
単
位
と
し
て
一
固
め
工
業
化
の
な
か
に
お
け
る
工
業
構
造
の
変
化
と
い
う
面
か
ら
と

ら
え
る
視
点
が
必
要
で
あ
れ
ツ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
工
業
地
帯
形
成
の
大
さ
な
歯
車
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

筆
者
は
、

日
本
の
二
大
工
業
地
帯
の
一
つ
で
あ
る
阪
神
が
工
業
的
に
ど
の
よ
う
に
開
発
さ
れ
て
来
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
き
、
わ
が
国

阪神工業地帯の形成

工
業
化
の
諸
段
階
①
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、

エ
業
構
造
変
化
に
指
擦
を
お
い
て
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

統
計
的
に
は
大
阪
府
と
兵
庫
県
と
を
も
っ
て
阪
神
と
し
た
。

な
お
、
可
能
な
限
り
京
浜
と
対
比
さ
せ
つ
つ
論
を
進
め
る
便
宜
上
、

ま

分
布
の
変
化
、

大
都
市
化
と
の
関

た
、
本
稿
は
阪
神
全
体
を
マ
ク
ロ
に
一
単
位
と
し
て
考
察
す
る
点
に
主
眼
を
お
い
て
い
る
た
め
に
、

係
、
お
よ
び
労
働
力
の
形
成
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は
重
要
性
を
認
め
つ
つ
も
あ
え
て
ふ
れ
ず
別
稿
に
ゆ
ず
る
事
と
し
た
。

111 

ニ
、
近
代
工
業
発
展
の
素
地
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阪
神
に
お
け
る
商
工
業
の
歴
史
は
古
く
、

な
ど
の
港
、
淀
川
の
本
支
流
と
運
河
に
よ
る
水
運
の
使
、
そ
れ
に
京
都
に
近
接
し
陸
運
の
便
な
ど
に
め
ぐ
ま
れ
、
す
で
に
室
町
時
代
か
ら

明
治
以
前
、
す
で
に
か
な
り
多
数
の
工
業
が
存
在
し
て
い
た
@
@
。

阪
神
地
域
は
堺
・
大
阪

物
資
集
散
地
、
商
工
業
中
心
地
と
し
て
堺
・
大
阪
な
ど
の
諾
都
市
が
発
達
を
み
、
以
来
流
通
経
済
の
発
展
に
伴
っ
て
、
日
本
の
経
済
中
核

で
あ
る
大
阪
を
中
心
に
著
し
い
人
口
集
中
を
み
、
大
消
費
市
場
を
形
成
し
て
行
き
、
そ
れ
が
商
工
業
を
発
達
さ
せ
た
。
維
新
前
か
ら
存
在

し
た
工
業
と
し
て
は
、

ろ
う
、

に
か
わ
、
ガ
ラ
ス
、
漆
器
、
精
銅
、
木
造
船
、
鉄
工
、
刃
物
、
釘
、
鋲
、
ポ
ン
プ
、
印
刷
機
、
手
織
機
、

陶
器
、
皮
革
、
和
紙
、
う
ち
わ
、
清
酒
、
搾
油
、
織
物
な
ど
多
く
の
工
業
が
あ
り
、
今
日
ま
で
存
続
し
っ
，
つ
け
て
い
る
も
の
と
し
て
は
清

酒
、
皮
革
を
は
じ
め
刃
物
、
鍵
、
釘
、
壁
紙
、
ふ
す
ま
紙
、

ろ
う
そ
く
、
線
香
、
朱
肉
、
画
筆
、
う
ち
わ
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
幕
末
か

ら
明
治
初
年
に
か
け
て
の
兵
庫
港
開
港
や
運
上
所
開
設
に
よ
っ
て
生
じ
た
海
外
市
場
と
の
結
び
付
き
は
、
早
く
も
輸
出
向
生
産
を
盛
ん
に

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
阪
神
は
近
世
に
お
け
る
商
工
業
中
心
で
あ
り
、
最
大
の
城
下
町
で
あ
っ
た
江
戸
の
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
工

業
力
を
有
し
て
お
り
、
近
代
工
業
地
帯
と
な
る
た
め
の
素
地
を
そ
な
え
て
い
た
。

三
、
近
代
工
業
の
発
生
期
(
明
治
初
年
l
ニ
0
年
代
)

明
治
初
期
に
新
政
府
が
行
な
っ
た
殖
産
興
業
政
策
の
第
一
歩
は
政
府
が
自
ら
機
械
制
工
場
を
設
立
し
経
営
し
て
行
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

官
営
工
場
の
導
入
と
そ
の
影
響

当
時
阪
神
に
導
入
さ
れ
た
官
営
工
場
と
し
て
は
大
阪
の
商
業
中
心
と
し
て
の
地
位
に
着
目
し
て
設
立
さ
れ
た
大
阪
造
幣
局
(
一
八
七
一

年
)
、
五
代
友
厚
@
に
よ
り
鹿
児
島
紡
の
分
工
場
と
し
て
設
立
さ
れ
た
堺
紡
績
所
ご
八
七

O
年
)
、
幕
府
か
ら
没
収
し
た
長
崎
製
鉄
所
の
機

械
類
を
移
設
し
た
砲
兵
工
廠
ご
八
七
九
年
)
、
そ
れ
に
近
代
的
造
船
業
と
関
西
鉄
鋼
業
の
先
駆
け
と
な
っ
た
兵
庫
造
船
局
(
一
八
八
三
年
)



な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
工
場
は
京
浜
に
お
い
て
官
営
工
場
が
工
業
化
の
上
で
全
く
主
役
を
演
じ
た
程
で
は
な
か
っ
た
が
、
と
く
に
後
の

二
つ
(
た
と
え
ば
砲
兵
工
廠
に
お
い
て
は
鉄
橋
材
料
、
蒸
気
器
械
、
旋
盤
、
歯
車
そ
の
他
諸
機
械
を
生
産
し
職
工
一
三

O
O人
を
擁
し
て

い
た
)
は
新
技
術
の
伝
播
お
よ
び
後
述
す
る
如
き
関
連
企
業
や
下
請
の
育
成
な
ど
当
地
帯
近
代
工
業
発
展
の
い
と
ぐ
ち
と
な
ア
た
点
で
大

き
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
官
営
工
場
設
置
が
刺
激
と
な
り
、
石
鹸
、
洋
傘
、

マ
ッ
チ
、
化
粧
品
、

ブ
ラ
シ
、

レ
ン
ガ
、
近

代
印
制
、
軍
靴
(
藤
田
伝
三
郎
@
に
よ
り
始
め
ら
れ
同
財
閥
の
基
礎
と
な
る
)
な
ど
舶
来
口
聞
の
国
産
化
が
進
み
マ
ニ
ュ
経
営
の
工
場
が
発

生
す
る
が
、
な
か
で
注
目
す
べ
き
は
マ
ッ
チ
と
石
鹸
で
あ
る
。
前
者
は
一
八
七
七
年
に
監
獄
内
に
創
始
し
た
も
の
が
、

士
族
授
産
を
か
ね

て
神
戸
と
大
阪
(
川
口
居
留
地
)
で
華
僑
の
手
で
発
展
し
当
初
か
ら
清
国
に
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
後
者
は
発
生
的
に
は
京
浜
に
お
く
れ
る

が
(
一
八
七
八
年
)
た
だ
ち
に
清
国
輸
出
を
目
的
に
大
き
く
発
展
す
る
。
す
な
わ
ち
、
と
の
こ
と
は
当
地
帯
の
工
業
が
当
初
か
ら
貿
易
業

者
と
結
び
輸
出
産
業
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
端
緒
と
し
て
興
味
深
い
。
な
お
、
当
時
の
状
態
は
横
山
源
之
助
が
「
日
本
の
下
層
社
会
」
に

阪神工業地帯の形成

府県男IJ工業物生産表第1表
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(千円)

8，5180171 1東京
京 都 1，999 

大 阪 6， 神奈川 1，399 

兵庫 1，981 愛知 4，711 

奈良 2，031 長野 3，860 

山口 4，274 新潟 3， 716 

(1874年)

お
い
て
述
べ
て
い
る
如
く
、
失
業
士
族
や
開
港
以
来
の
農
村
か
ら
の
流
入
者
な
ど
、
都
市
に

全国107，547千円(古島敏雄氏による)

プ
ー
ル
さ
れ
た
雑
業
者
層
の
低
賃
金
労
働
に
依
存
し
た
も
の
で
あ
り
、
と
の
階
層
が
商
人
資

本
に
よ
る
原
始
的
蓄
積
の
た
め
の
収
奪
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
の
原
型
は
今
日
ま
で

存
続
し
て
い
る
。
な
お
、
当
時
の
阪
神
は
全
国
的
地
位
に
お
い
て
京
都
に
は
ま
だ
劣
る
が
、

東
京
、
神
奈
川
に
較
べ
る
と
は
る
か
に
高
い
地
位
に
あ
っ
た
(
第
1
表)。

(2) 

民
間
資
本
に
よ
る
紡
績
業
の
成
立

明
治
一

0
年
代
に
な
る
と
政
府
は
官
業
の
多
く
を
払
い
下
げ
民
間
企
業
育
成
を
積
極
化
す

る
が
、
結
績
に
お
け
る
十
基
紡
は
と
の
よ
う
な
折
に
政
府
の
援
助
で
華
々
し
く
ス
タ
ー
ト
し
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た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
大
阪
の
桑
原
紡
績
を
含
め
て
十
基
紡
は
原
綿
産
地
を
中
心
に
水
車
を
動
力
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

や
が
て
一
社
を
残
し
て
全
て
が
消
え
去
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
一
八
八
三
年
、

一
O
五
O
O錘
と
い
う
画
期
的
な
能
力
を
具

え
た
大
阪
紡
績
(
現
東
洋
紡
)
が
創
業
す
る
の
で
あ
る
@
。
そ
れ
以
前
の
工
場
は
水
車
を
利
用
し
、
二
千
錘
以
下
の
能
力
し
か
持
た
ず
、

三
万

l
五
万
語
を
単
位
と
す
る
海
外
製
品
と
の
競
争
は
困
難
で
あ
り
、

た
め
に
十
基
紡
も
挫
折
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
と
の
大
阪
紡
は
指

導
当
局
の
反
省
か
ら
蒸
気
力
を
採
用
し
、

工
場
は
原
料
、
製
品
の
輸
送
に
便
利
な
大
阪
市
の
近
接
地
に
立
地
し
、
電
灯
を
採
用
し
、
女
工

に
よ
る
徹
夜
作
業
を
採
用
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
面
で
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
当
工
場
の
設
立
は
そ
の
後
の
日
本
工
業
、
と
く
に
紡
績

業
の
新
た
な
動
向
を
一
示
す
と
と
も
に
、
阪
神
の
工
業
が
民
間
資
本
を
中
心
に
成
長
し
て
行
く
事
、

ま
た
日
本
の
工
業
が
以
後
阪
神
を
中
心

に
発
展
し
て
行
く
こ
と
の
要
因
と
な
っ
た
点
で
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
大
阪
紡
の
成
功
を
契
機
と
し
て
一
八
八
八

l
九
一
年

に
天
満
、
摂
津
、
浪
華
、
平
野
な
ど
全
国
一
二
工
場
中
一
一
が
大
阪
に
発
生
し
、
そ
の
数
は
東
京
会
己
や
愛
知
(
一
)
を
圧
倒
し
て
い

た
。
か
か
る
一
連
の
紡
績
業
は
旧
封
建
諸
侯
、
地
主
、
問
屋
な
ど
の
前
期
的
資
本
に
よ
り
行
な
わ
れ
、
当
初
は
綿
糸
の
輸
入
防
止
を
目
的

と
し
て
@
計
画
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
よ
り
も
ま
ず
在
来
の
手
紡
績
(
河
内
・
和
泉
な
ど
)
を
最
も
身
近
な
競
争
相
手
と
し
て
駆

逐
し
、

そ
の
解
体
の
上
に
自
ら
の
発
展
の
基
礎
を
お
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

(3) 

そ
の
他
の
工
業

明
治
一

0
年
代
後
半
か
ら
は
ま
た
兵
庫
造
船
局
払
下
げ
、
藤
田
に
よ
る
造
幣
局
硫
酸
部
の
独
立
を
始
め
、
消
費
財
輸
入
防
止
策
に
よ
り

造
船
、

セ
メ
ン
ト
、
製
鋼
、

ガ
ラ
ス
、
晒
粉
、

ゴ
ム
、
製
紙
な
ど
の
工
業
が
全
国
に
先
駆
け
民
間
資
本
に
よ
り
設
立
を
み
て
い
る
。
当
時

東
京
で
は
払
下
げ
工
場
の
殆
ん
ど
が
挫
折
状
態
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
阪
神
の
成
長
は
順
調
で
あ
っ
た
。
し
か
し
第
2
表
に
よ
る
と
当
時

の
工
業
の
中
心
は
全
く
軽
工
業
部
門
に
あ
り
、

か
な
り
多
数
の
在
来
工
業
が
残
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。



大阪府工業物生産額第 2表

(1883年)

木 主も 864.5 墨 335.3 

飛白木綿 231.0 太 鼓 147.2 

栖 布 143.0 種 油 239. 1 

蚊張地 212.0 清 酒 1，690.5

機械紡糸 106.8 味 持t 160.4 

機械製糸 104.0 醤 油 112.4 

硫 酸 125.6 製昆布 110.4 

E、必E二 船 106.7 砂 糖

存
し
た
問
屋
制
手
工
業
で
あ
っ
た
。

阪神工業地帯の形成

四
、
近
代
工
業
確
立
期

)
 

l
 

(
 

4，992.7千円(興業意見書による)

ま
た
、
綿
作
の
凋
落
に
よ
っ
て
泉
北
の
八
坂
、
信
太
山
に
人
造
真
珠
工
場
が

発
展
を
み
、
水
車
を
動
力
と
す
る
伸
線
作
業
工
具
、

バ
リ
カ
ン
な
ど
の
工
業
が

枚
岡
に
発
生
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
大
阪
市
内
に
も
ま
た
ポ
ン
プ
、
銅

釜
、
鉄
器
、
鋳
物
、
農
具
、
ラ
ン
プ
口
金
、

そ
れ
に
眼
鏡
レ
ン
ズ
な
ど
の
零
細

工
場
が
発
生
す
る
が
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
市
内
の
工
場
の
殆
ん
ど
は
「
貧
天
地

飢
寒
探
検
記
」
に
お
い
て
「
と
の
一
万
の
貧
侯
国
住
民
は
常
住
者
と
移
住
者

(
三
年
間
に
二
五

O
O人
が
周
辺
か
ら
)
の
二
種
よ
り
成
る
」
と
述
べ
ら
れ
て

計

い
る
如
く
社
会
的
転
落
者
の
プ
l
ル
、
す
な
わ
ち
貧
民

l
l隅
谷
三
喜
男
教
授

に
よ
れ
ば
当
時
は
賃
労
働
者
と
分
離
し
て
い
な
か
っ
た
①
|
|
の
低
賃
金
に
依

軽
工
業
部
門
の
確
立

l
!日
清
戦
争
前
後
1
1
1

明
治
二

0
年
代
か
ら
第
一
次
大
戦
前
ま
で
は
わ
が
国
に
近
代
工
業
が
確
立
を
み
た
時
期
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
紡
績
を
中
心
、
と
し
た
軽

工
業
部
門
は
日
清
戦
争
の
後
に
早
く
も
産
業
革
命
を
終
了
す
る
。

115 

前
期
に
み
ら
れ
た
紡
績
を
中
心
と
す
る
好
況
は
都
市
の
低
賃
金
と
農
村
の
貧
困
か
ら
く
る
消
費
の
過
少
性
の
た
め
早
く
も
一
八
八
八
年
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明治3日年代の工場 (1897"，)第 3表

カ

|大阪|兵庫|全国|

汽 カ 1 156 121 2078 

電力 6 1 17 
う

電水力力とち 1 9 

用併
石油 2 2 

水 力 2 7 407 

電 カ 15 

すf ス 一 18 

水 カ 3 7 832 

非動力 562 562 4317 

言十 7327 

動用使B イミ

!大阪i兵 庫l全国|
明治以前 371 1021 587 

1868"，  19 21 189 

1873"，  31 18 132 

1878"，  42 32 449 

1883'" 859 

1888"，  381 

1893'" 3234 

言十 7327 

年立創A 

に
は
不
況
カ
ル
テ
ル
の
結
成
を
み
、
一
八
九
O
年
に
は
初
の
恐
慌
に
見
舞

わ
れ
る
な
ど
操
業
短
縮
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
と
に
日
本
の
資
本
主
義
は

そ
の
独
特
の
形
態
を
と
り
な
が
ら
対
外
市
場
獲
得
の
要
求
を
強
め
て
行

く
@
。か

か
る
な
か
で
勃
発
し
た
日
清
戦
争
は
第
3
表

A
に
み
る
如
く
多
数
の

工
場
を
生
み
出
し
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
特
に
日
清
戦
争
と
こ
れ
に
次
ぐ

最
初
の
資
本
主
義
恐
慌
を
通
じ
て
紡
績
部
門
を
中
心
に
機
械
制
生
産
を
確

立
し
、
家
内
工
業
を
残
存
さ
せ
な
が
ら
も
産
業
革
命
は
ほ
ぼ
終
了
す
る

@ 。

当
時
の
綿
紡
生
産
を
み
る
と
阪
神
は
全
国
の
五
O
%
を
あ
げ
、
東
京

の一

o
v
p、
愛
知
の
五
%
を
圧
倒
し
て
い
る
。

綿
織
物
に
お
い
て
も
明
治
二

0
年
代
か
ら
綿
フ
ラ
ン
ネ
ル
、
金
巾
な
ど

(第4次農商務省統計による)

農
村
余
業
の
伝
統
の
な
い
新
製
品
は
大
阪
市
内
に
お
い
て
力
織
機
を
使
用

し
て
生
産
が
増
大
し
、
旧
泉
州
木
綿
産
地
の
泉
南
で
は
旧
来
の
織
屋
に
代

り
タ
オ
ル
製
織
が
マ
ニ
ュ
形
態
を
と
っ
て
産
業
化
し
始
め
、
毛
織
物
に
お

い
て
も
大
阪
毛
糸
紡
、

日
本
毛
織
、
大
阪
モ
ス
リ
ン
な
ど
生
産
が
本
格
化

す
る
。
こ
こ
に
阪
神
は
他
地
域
に
先
駆
け
民
間
資
本
を
中
心
に
全
国
の

割
を
こ
え
る
大
工
業
地
帯
と
な
る
。
こ
の
時
期
は
ま
た
官
営
の
重
工
業
が



一
段
と
発
展
す
る
時
期
で
あ
る
が
阪
神
で
は
と
く
に
砲
兵
工
廠
の
拡
充
が
工
業
化
に
大
き
な
影
響
を
も
っ
。

ま
た
、
三

O
年
前
後
に
は
造
船
奨
励
法
に
影
響
さ
れ
て
川
崎
造
船
が
拡
張
を
み
る
ほ
か
造
船
(
三
菱
・
名
村
・
佐
野
安
な
ど
)
、
鉄
鋼
、

金
属
(
大
阪
鋳
鋼
↓
住
友
、
大
阪
鉄
工
所
↓
日
立
、

日
本
ア
ル
ミ
)
、
機
械
(
汽
車
会
社
な
ど
)
、
製
薬
な
ど
が
住
友
を
中
心
と
す
る
民
間

資
本
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
神
戸
、
木
津
川
口
な
ど
臨
海
部
に
今
日
の
礎
を
つ
く
る
。
当
時
の
機
械
制
工
業
発
展
の
一
例
を
述
べ
る
な
ら

阪神工業地帯の形成

司
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ば
川
崎
造
船
は
日
清
戦
争
前
に
、
す
で
に
三
百
馬
力
の
三
段
膨
張
蒸
気
ポ
ン
プ
そ
の
他
機
械
八
二
組
、
機
関
一
一
四
個
を
生
産
し
て
お

り
、
大
阪
懐
中
時
計
は
一
八
九
六
年
職
王
ニ

O
O人
を
擁
す
る
完
全
な
機
械
制
工
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
第
3
表
B
の
如
く
こ
の
時
期
に

は
ま
だ
多
く
の
前
近
代
的
工
場
が
残
存
し
て
い
た
⑬
O

(2) 

日
露
戦
争
後
に
お
け
る
重
工
業
の
確
立

わ
が
国
の
経
済
は
日
露
戦
争
に
よ
り
飛
躍
的
発
展
を
遂
げ
る
が
中
心
は
独
占
資
本
成
長
に
伴
う
重
工
業
の
確
立
で
あ
り
、
阪
神
工
業
の

生
産
規
模
も
一
躍
二
倍
と
な
る
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
顕
著
な
動
向
と
し
て
は
、

ま
ず
商
人
資
本
に
よ
っ
て
神
戸
製
鋼
、
川
崎
重
工
な
ど
阪
神
鉄
鋼
業
の
礎
が
お
か
れ
る

と
と
で
あ
る
。
と
れ
は
京
浜
(
日
本
鋼
管
の
設
立
が
一
九
一
二
年
)
に
較
べ
は
る
か
に
早
い
。

そ
の
他
造
船
業
(
名
村
、
播
磨
な
ど
)
、

工
作
機
械
、
車
輔
、

ガ
ラ
ス
(
旭
)
、

ゃコム、

セ
ル
ロ
イ
ド
⑪
か
ら
火
薬
に
い
た
る
重
工
業
部
門
の
確
立
を
み
る
。
こ
の
よ
う
に
払
込
資
本

額
で
重
工
業
が
軽
工
業
を
上
回
る
な
ど
よ
う
や
く
総
合
工
業
地
帯
と
し
て
の
様
相
を
整
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
ピ
ン
製

造
、
セ
ル
ロ
イ
ド
や
ゴ
ム
の
加
工
な
ど
の
関
連
中
小
工
場
や
貝
ボ
タ
ン
(
天
王
寺
↓
柏
原
)
な
ど
の
雑
貨
工
業
も
発
展
し
て
い
る
。

か
く
し
て
阪
神
は
工
業
全
体
に
お
い
て
も
京
浜
を
し
の
ぎ
、

さ
ら
に
軍
用
自
動
車
試
作
(
砲
兵
工
廠
)
、
大
日
電
線
設
立
(
綿
布
業
界
に

よ
る
)
な
ど
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
政
府
需
要
を
中
心
と
し
た
通
信
機
、
計
器
、
工
作
機
、
重
電
機
な
ど
の
伸
び
は
首
都
で
あ
る
京
浜

s

に
劣
り
、
加
え
て
当
時
全
国
的
に
電
動
機
の
普
及
が
工
場
を
分
散
さ
せ
、
中
小
工
場
を
生
ん
で
い
る
が
、
こ
の
面
で
も
お
く
れ
を
と
る
と

と
と
な
り
、
京
浜
の
急
速
な
工
業
開
発
に
よ
っ
て
阪
神
の
日
本
的
地
位
は
こ
の
時
期
を
頂
点
と
し
て
次
第
に
低
下
し
始
め
る
(
第
1
図)。

五
、
近
代
工
業
高
度
化
期
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第
一
次
大
戦
後
の
時
期
は
輸
出
部
門
を
中
心
と
し
て
工
業
が

華
や
か
な
発
展
と
高
度
化
を
遂
げ
、
帝
国
主
義
成
立
に
伴
な
う

独
占
資
本
の
本
格
的
確
立
を
み
る
時
期
で
あ
る
。

大
戦
に
よ
る
輸
入
の
急
減
と
海
外
需
要
の
急
増
と
に
よ
っ
て

ア
ジ
ア
貿
易
の
中
心
港
神
戸
、
大
阪
を
擁
す
る
阪
神
の
工
業
は

め
ざ
ま
し
い
躍
進
を
遂
げ
、
紡
績
、
織
布
、

メ
リ
ヤ
ス
な
ど
は

海
外
市
場
に
お
い
て
確
乎
た
る
地
位
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
大

規
模
化
し
た
紡
績
工
場
は
そ
の
主
力
部
門
を
周
辺
部
や
地
方
に

分
散
さ
せ
て
行
く
。
か
か
る
繊
維
部
門
の
躍
進
も
あ
る
が
何
と

い
っ
て
も
こ
の
時
期
の
特
色
は
重
工
業
部
門
が
量
的
に
も
質
的

に
も
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
事
で
あ
る
(
第
4
表)。

(工業統計50年史による)

ま
ず
鉄
鋼
業
で
は
目
立
、
中
山
、
神
戸
製
鉄
、
大
阪
鋼
板
、

神
戸
鋳
鉄
、
大
同
鋼
板
な
ど
の
設
立
を
み
全
国
三
五
今
月
ノ
ち
一

一
工
場
を
し
め
京
浜
(
七
)
を
し
の
い
で
お
り
、
尼
崎
を
中
心

と
す
る
臨
海
部
の
形
成
を
了
え
る
。
そ
の
他
軽
金
属
部
門
の
発

展
(
住
友
ア
ル
ミ
他
)
、

ゴ
ム
工
業
の
発
展
(
神
戸
)
を
は
じ
め

ガ
ス
機
関
(
大
阪
発
動
機
)
、
石
油
機
関
(
久
保
田
鉄
工
)
、
石
油
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発
動
機
(
ヤ
ン
マ

1
1
ベ
ア
リ
ン
グ
(
光
洋
)
、

チ
エ
ン
(
椿
本
)
な
ど
の
開
発
、
軍
用
自
動
車
の
製
作
(
グ
ル
ハ
ム
)
、
乗
用
車
と
航
空
機

の
試
作
(
三
菱
重
工
)
も
あ
る
。
し
か
し
、
芝
浦
、
目
黒
川
沿
い
に
機
械
工
場
地
域
が
形
成
さ
れ
て
い
た
京
浜
に
較
べ
る
と
そ
の
速
度
は

鈍
い
も
の
で
あ
っ
た
@
。

だ
が
、
と
の
時
期
に
お
い
て
最
も
顕
著
な
こ
と
は
電
機
部
門
で
神
戸
電
機
、
三
菱
電
機
、
松
下
電
器
、
湯
浅
電
池
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
新

規
に
、
あ
る
い
は
分
離
独
立
し
て
今
日
の
基
磯
を
お
い
た
事
と
輸
出
中
小
工
業
が
め
ざ
ま
し
い
発
展
@
を
み
せ
た
事
で
あ
る
。
堺
を
中
心

と
す
る
自
転
車
工
業
@
や
、
神
戸
に
お
け
る
ゴ
ム

(
マ
ッ
チ
に
代
っ
て
)
を
は
じ
め
今
日
の
雑
貨
地
域
は
ほ
ぼ
と
の
時
期
に
形
成
を
み
た

も
の
で
あ
り
、
問
屋
な
ど
の
商
業
資
本
が
都
市
あ
る
い
は
農
村
の
低
賃
金
労
働
の
基
盤
に
立
つ
零
細
工
場
群
を
支
配
す
る
と
い
う
特
色
あ

る
収
奪
形
態
を
確
立
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
自
由
経
済
の
伸
展
期
に
消
費
財
、
輸
出
口
聞
を
中
心
に
顕
著
な
飛
躍
を
示
す
点
、
民
間
資
本
、
商
業
資
本
を
中
心
と
し
た
・

阪
神
工
業
の
性
格
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、
当
時
は
全
国
的
に
ま
た
京
浜
に
お
い
て
も
肥
料
な
ど
化
学
工
業
、
化
織
な
ど
の
発
達
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
阪
神
は
電
力
開
発

の
お
く
れ
な
ど
か
ら
つ
い
に
発
展
を
み
な
か
っ
た
。

そ
の
の
ち
、
阪
神
の
工
業
は
大
戦
後
の
恐
慌
を
経
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
京
浜
の
壊
滅
で
息
を
吹
き
か
え
す
が
、

一
九
二
七
年
の
金
融

恐
慌
、
と
く
に
関
西
工
業
に
大
き
な
地
位
を
占
め
て
い
た
鈴
木
商
庖
の
崩
壊
と
川
崎
の
行
詰
り
(
干
名
整
理
)
は
阪
神
工
業
に
大
き
な
打

撃
を
与
え
る
。
こ
れ
は
官
需
依
存
を
義
調
と
す
る
京
浜
に
は
み
ら
れ
ぬ
阪
神
地
場
資
本
の
成
長
を
一
面
で
は
証
明
す
る
も
の
と
い
え
よ

う

こ
の
よ
う
な
状
態
で
、
大
戦
後
一
部
を
の
ぞ
き
停
滞
を
続
け
て
い
た
阪
神
工
業
は
一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
発
生
に
よ
り
一
大
転
機
を



迎
え
る
事
に
な
る
@

六

、

工

業

軍

拡

期

重
工
業
化
の
進
展

ー
満
州
事
変
以
後

l

満
州
事
変
を
契
機
と
し
て
わ
が
国
は
準
戦
時
体
制
に
入
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
工
業
構
造
は
軽
工
業
中
心
か
ら
重
工
業
中
心
に
切
替
え

ら
れ
、
自
給
体
制
確
立
の
方
向
を
と
る
。
阪
神
に
お
い
て
は
軽
工
業
も
輸
出
増
大
に
よ
っ
て
活
況
を
呈
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
主
体
は

縫
製
品
な
ど
の
雑
貨
で
あ
り
、
綿
紡
な
ど
の
収
益
は
一
九
三
四
年
を
境
に
低
下
し
、
代
っ
て
重
工
業
生
産
が
過
半
を
占
め
る
に
到
る
(
第

4
表)。

ま
ず
鉄
商
人
や
鉄
板
メ
ー
カ
ー
が
原
動
力
と
な
っ
た
日
亜
製
鋼
、
大
谷
重
工
、
淀
川
製
鋼
、
尼
崎
製
鉄
、
大
阪
特
殊
製
鋼
な
ど
の
平
炉
、

単
圧
メ
ー
カ
ー
が
発
生
す
る
の
を
始
め
軍
需
費
(
陸
軍
)

の
民
間
工
場
割
当
の
影
響
で
電
機
、

工
作
機
、
車
輔
、
仲
銅
鋼
管
な
ど
の
工
業

が
成
長
を
み
、
部
品
業
者
も
急
増
を
み
た
。
す
な
わ
ち
、
自
転
車
工
場
の
多
く
は
飛
行
機
部
品
工
場
と
な
り
、
大
阪
市
西
部
に
は
船
釘
専

阪神工業地帯の形成

門
の
鍛
冶
屋
が
先
駆
と
な
り
加
熱
鋲
螺
業
が
集
中
発
生
を
み
、

セ
ル
ロ
イ
ド
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
業
者
も
軍
事
目
的
に
よ
り
発
展
す
る
。
ま

た
こ
の
時
期
に
は
ダ
イ
ハ
ツ
(
池
田
)
、
川
西
(
鳴
尾
)
、
三
菱
(
伊
丹
)
、
久
保
田
(
堺
)
な
ど
内
陸
部
へ
の
進
出
も
著
し
い
。

し
か
し
、
や
が
て
政
府
の
生
産
へ
の
統
制
や
干
渉
が
強
化
さ
れ
て
く
る
と
、
も
と
も
と
重
工
業
の
基
礎
が
浅
く
、
政
府
と
の
結
付
き
の

弱
か
っ
た
阪
神
工
業
の
対
全
国
比
は
第
1
図
の
如
く
低
下
を
つ
づ
け
、

一
九
四

O
年
に
は
完
全
に
そ
の
首
位
を
京
浜
に
譲
る
の
で
あ
る
。

121 

す
な
わ
ち
京
浜
で
は
こ
の
時
期
に
重
工
業
部
門
が
急
速
に
確
立
を
み
、
な
か
で
も
工
作
機
械
、
自
動
車
、
光
学
機
械
、
計
測
器
な
ど
新
業

種
の
工
場
の
発
展
に
よ
り
阪
神
を
し
の
ぐ
工
業
地
帯
に
成
長
す
る
。
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(2) 

戦
時
体
制
下
の
阪
神

!
日
中
戦
争
以
後

l

日
中
戦
争
以
後
、
戦
時
統
制
経
済
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、
平
和
産
業
の
犠
牲
に
よ
る
軍
需
工
業
の
拡
充
が
強
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
繊
維
、
雑
貨
な
ど
輸
出
依
存
の
軽
工
業
の
多
く
は
輸
出
の
急
減
と
原
料
入
手
難
に
加
え
、
国
策
上
の
強
力
な
企
業
整
備
に
よ
っ
て
手

痛
い
打
撃
を
う
げ
一
九
=
二
年
に
全
生
産
の
五
五
%
も
占
め
て
い
た
紡
績
工
業
は
四
一
年
に
は
一
六
%
ま
で
低
下
し
、
や
が
て
そ
の
機
能

は
完
全
に
麻
痔
状
態
と
な
っ
て
し
ま
う
。
軽
工
業
に
代
っ
て
重
工
業
の
比
重
が
増
大
を
つ
づ
け
、
四
一
年
に
は
八
O
%
に
も
達
す
る
に
い

た
る
。
し
か
し
、
阪
神
工
業
全
体
の
発
展
テ
ン
ポ
と
高
度
化
の
内
容
は
全
国
水
準
を
下
回
る
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
京
浜
と
の
格
差
は
増

大
を
つ
づ
け
る
。

重
工
業
立
地
の
一
つ
の
動
き
と
し
て
地
帯
内
部
の
飽
和
化
の
た
め
と
国
防
的
見
地
か
ら
広
畑
(
日
鉄
、
東
芝
)
、
和
歌
山
(
東
燃
、
住
友

金
)
な
ど
周
辺
の
海
辺
に
拠
点
を
生
み
出
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
時
期
の
重
工
業
化
の
主
導
力
は
軍
需
で
あ
る
が
、
阪
神
の
場
合
、
兵
器
工
業
と
航
空
機
工
業
が
そ
の
中
心
を
な
し
て

い
た
。
兵
器
に
つ
い
て
み
る
と
大
砲
を
生
産
し
て
い
た
砲
兵
工
廠
の
下
請
依
存
度
は
七
五
%
で
、
そ
の
直
接
の
要
請
で
タ
ツ
タ
電
線
や
大

阪
金
工
の
工
場
が
生
ま
れ
、
ま
た
神
戸
製
鋼
が
埋
立
地
に
火
砲
、
弾
丸
の
工
場
を
つ
く
る
な
ど
そ
の
役
割
は
大
き
く
、

一
方
航
空
機
生
産

で
は
川
崎
、
川
西
の
二
社
を
中
心
に
相
当
数
の
下
請
を
編
成
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
全
国
的
地
位
を
み
る
と
、
航
空
機
と
発
動
機
生

産
の
七
O
%
は
三
菱
、
中
島
な
ど
中
京
と
関
東
の
工
場
が
占
め
て
お
り
、
火
砲
で
全
国
の
六
O
%
を
占
め
る
兵
器
部
門
で
さ
え
、
全
体
的

に
は
大
阪
は
二
六
%
で
京
浜
の
三
五
彪
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
さ
ら
に
準
兵
器
の
自
動
車
と
な
る
と
、
以
前
か
ら
の
軍
用
自
動
軍
保
護
の
諸
援
助
に
よ
っ
て
京
浜
で
は
「
い
す
ず
」
(
石
川
島
、

ダ
ッ
ト
、
東
京
ガ
ス
)
、
「
日
産
」
、
中
京
で
は
「
ト
ヨ
タ
」
(
一
九
三
七
年
自
動
織
機
よ
り
分
離
)

の
本
格
的
生
産
が
始
ま
り
今
日
の
基
礎



が
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
阪
神
で
は
前
述
の
如
き
萌
芽
を
み
な
が
ら
三
輪
車
を
除
い
て
開
花
を
み
る
に
到
ら
な
か
づ
た
。

そ
の
他
、
光
学
兵
器
(
大
阪
で
は
千
代
田
光
学
が
あ
っ
た
の
み
で
あ
る
が
京
浜
で
は
東
京
造
兵
廠
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
、

日
本
光
学
、

東
京
光
学
な
ど
が
あ
り
、
莫
大
な
下
請
組
織
を
育
成
し
て
い
た
)
、
通
信
器
械
、
計
器
、
信
管
(
名
古
屋
)
な
ど
の
生
産
は
全
く
京
浜
、
あ

る
い
は
中
京
の
独
占
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
阪
神
で
は
大
砲
な
ど
の
宜
接
兵
器
を
中
心
と
し
て
い
た
の
に
対
し
東
京
で
は
各
種
組
立
機
械
を
中
心
と
し
た
軍
需
工
業
化

が
遂
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
京
浜
に
お
い
て
は
こ
の
時
期
に
軍
工
廠
の
能
力
不
足
も
手
伝
っ
て
、
組
立
工
業
の
全
分
野
に
わ
た
る
生
産

組
織
と
技
術
が
養
成
さ
れ
る
事
を
意
味
し
、
こ
れ
が
以
後
の
阪
神
と
京
浜
の
伸
び
率
の
相
違
を
も
た
ら
す
決
定
的
な
原
因
と
な
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

七

、

工

業

復

興

期

)
 

1
 

(
 
戦
後
に
お
け
る
工
業
の
再
開

阪神工業地帯の形成

戦
争
に
よ
っ
て
阪
神
は
そ
の
機
能
の
多
く
を
失
っ
た
。
終
戦
直
後
は
イ
ン
フ
レ
の
激
化
や
経
済
の
混
乱
な
ど
の
た
め
に
回
復
は
容
易
で

は
な
か
っ
た
が
、

一
九
四
七
年
、

G
H
Q
よ
り
紡
績
設
備
拡
張
が
勧
告
さ
れ
る
と
ろ
に
な
る
と
、
生
活
必
需
品
を
中
心
と
し
た
工
業
生
産

が
一
部
活
発
化
す
る
よ
ろ
に
な
る
。

し
か
し
、

工
業
活
動
が
本
格
化
す
る
の
は
四
九
年
ア
メ
リ
カ
の
対
日
援
助
と
、
と
く
に
阪
神
の
場
合
に
は
民
間
貿
易
の
再
聞
を
待
た
ね
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ば
な
ら
な
い
。

一
九
五

O
年
に
は
綿
紡
の
設
備
制
限
が
完
全
に
解
除
さ
れ
、
周
年
早
く
も
世
界
一
の
輸
出
を
記
録
す
る
な
ど
、
戦
時
中
重
工
業
に
著
し
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く
偏
っ
て
い
た
工
業
構
成
は
紡
績
部
門
な
ど
の
増
大
に
よ
っ
て
第
4
表
の
如
く
是
正
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
当
時
創
立
を
み
た
新
紡

二
五
社
、
新
々
紡
九
四
社
の
大
部
分
は
阪
神
で
も
周
辺
部
か
、
そ
れ
よ
り
も
東
海
地
方
な
ど
に
分
散
立
地
し
、
疎
開
工
場
も
殆
ん
ど
が
復

帰
せ
ず
、
そ
の
た
め
し
だ
い
に
阪
神
の
紡
績
中
心
と
し
て
の
地
位
は
低
下
し
、
加
工
度
の
高
い
布
市
、
縫
製
品
な
ど
の
衣
服
を
主
と
す
る

よ
う
に
変
化
し
、
従
来
か
ら
の
工
場
は
鐘
紡
な
ど
の
如
く
管
理
あ
る
い
は
研
究
機
関
を
主
と
す
る
よ
う
に
変
っ
て
い
る
。

つ
づ
く
朝
鮮
戦
争
の
発
生
は
特
需
ブ
l
ム
を
呼
び
、
さ
ら
に
一
九
五
二
年
の
兵
器
生
産
の
再
一
聞
は
旧
枚
方
工
廠
を
母
体
と
し
て
日
本
金

属
、
小
松
製
作
所
が
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
重
工
業
の
復
活
を
活
発
化
す
る
。

し
か
し
朝
鮮
戦
争
は
ま
た
中
国
向
輸
出
の
全
面
的
禁
止
を
結
果
し
、
大
陸
市
場
依
存
度
の
高
か
っ
た
阪
神
の
工
業
、
と
く
に
自
転
車
、

工
具
類
、
医
薬
品
、
繊
維
な
ど
は
大
き
な
打
撃
を
う
け
、
と
れ
が
以
後
対
全
国
比
の
仲
び
に
お
い
て
京
浜
や
中
京
の
そ
れ
に
追
い
つ
け
な

く
な
っ
て
し
ま
う
主
要
因
と
な
っ
た
。

一
九
五
三

l
五
四
年
の
不
況
は
大
き
か
っ
た
が
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
か
ら
よ
う
や
く
造
船
工
業
の
実
力
が
海
外
で
再
認
識
さ
れ
、
同

部
門
が
活
発
化
し
、
そ
れ
が
他
の
機
械
部
門
に
も
波
及
じ
始
め
る
。
だ
が
、
も
っ
と
も
め
ざ
ま
し
い
発
展
は
国
民
の
潜
在
要
求
が
所
得
水

準
の
向
上
に
よ
り
一
九
六

O
年
こ
ろ
か
ら
爆
発
的
に
表
わ
れ
た
耐
久
消
費
財
を
中
心
と
す
る
消
費
革
命
に
よ
る
も
の
で
あ
る
う
。
そ
の
最

大
の
も
の
は
電
化
、
フ
l
ム
で
あ
り
、
松
下
@
、

三
洋
、
早
川
な
ど
民
間
資
本
の
利
点
を
活
か
し
た
阪
神
の
軽
電
機
メ
ー
カ
ー
が
全
国
に
先

駆
け
て
家
庭
電
器
市
場
を
独
占
し
、
高
槻
な
ど
の
内
陸
部
に
展
開
し
、
こ
れ
ら
が
現
在
に
お
け
る
工
業
発
展
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
現
況
に
つ
い
て
は
次
章
に
お
い
て
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

(2) 

戦
後
に
お
け
る
阪
神
の
地
位
低
下

阪
神
の
全
国
的
地
位
は
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。
そ
し
て
戦
争
直
後
に
一
時
奪
回
し
た
首
位
の
座
も
一
九
五
三



、

長
一
に
は
再
び
京
浜
に
奪
取
せ
ら
れ
、
以
後
京
浜
と
の
格
差
は
年
を
お
っ
て
拡
大
し
つ
つ
あ
る
(
第
1
図
)
O

と
れ
は
工
業
構
造
の
上
か
ら
は
、
こ
の
地
帯
は
繊
維
工
業
を
中
心
と
し
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
戦
時
中
国
策
上
か
ら
抑
圧

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
繊
維
工
業
も
復
興
の
速
度
に
お
い
て
は
る
か
に
中
京
に
及
ば
ず
(
第
1
図
B
)
、
ま
た
重
工
業
化
も
大
戦
中
か
ら
相

当
進
ん
だ
と
は
い
え
全
国
的
テ
ン
ポ
に
較
べ
か
な
り
後
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
戦
後
、
阪
神
の
工
業
の
発
展
の
度
合
が

全
国
に
、
ま
た
京
浜
や
中
京
に
比
較
し
て
鈍
っ
て
い
る
(
第
1
図
C
)
決
定
的
な
原
因
は
次
の
如
く
考
え
ら
れ
る
。

@
重
化
学
工
業
立
地
の
た
め
の
位
置
的
条
件
で
は
京
浜
に
劣
ら
な
い
が
、
近
代
的
経
済
単
位
の
工
場
を
建
設
す
る
た
め
の
臨
海
部
の
余

地
が
戦
時
中
に
は
す
で
に
な
く
、
加
え
て
地
盤
が
軟
弱
(
尼
崎
が
特
に
顕
著
)
で
、

4

そ
れ
に
用
水
(
淀
川
)
不
足
も
加
わ
り
、
戦
後
の
技

術
革
新
期
に
お
け
る
適
性
が
失
わ
れ
て
い
る
。

(
実
態
は
「
立
地
白
書
」
等
に
詳
し
い
)

@
戦
時
中
か
ら
と
く
に
著
し
く
な
っ
た
政
府
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
指
導
干
渉
は
戦
後
に
お
い
て
も
、
管
理
貿
易
、
財
政
投
融
資
、
官

需
の
増
大
、
そ
の
他
の
公
共
投
資
な
ど
企
業
に
有
形
、
無
形
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
首
都
を
擁
す
る
京
浜
を
有
利
と
し
、

た
と
え
ば
一
九
五

O
I
五
五
年
の
手
形
交
換
高
に
お
け
る
大
阪
の
伸
び
は
東
京
の

1
一2
、
銀
行
預
金
高
に
お
い
て
も
両
年
と
も
全
国
の

阪神工業地'滑の形成

一
九
彪
で
変
化
が
な
く
(
東
京
二
五
%
t
一
二
三
%
)
、
一
九
五
五
年
の
資
本
総
額
で
も
東
京
の
五
六
%
に
対
し
ニ
二
%
と
、
ま
た
資
本
の
地
域

集
積
か
ら
み
て
も
東
京
の

1
一3
と
い
う
よ
う
に
、
経
済
中
心
と
し
て
の
阪
神
の
地
伎
は
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
貿
易
中

止
な
ど
市
場
構
造
の
変
化
や
国
家
独
占
資
本
の
成
熟
な
ど
日
本
資
本
主
義
の
構
造
変
化
が
発
展
を
お
く
ら
せ
る
主
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

八
、
発
達
よ
り
み
た
阪
神
工
業
の
特
色

125 

近
代
工
業
の
発
生
以
来
、
わ
が
国
の
中
心
的
工
業
地
帯
と
し
て
開
発
さ
れ
て
来
た
阪
神
の
工
業
が
、
と
く
に
戦
後
、

工
業
構
成
に
お
い
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て
如
何
な
る
変
化
を
み
、
全
国
や
京
浜
の
場
合
と
較
べ
ど
の
よ
う
な
特
色
を
有
し
て
い
る
か
に
つ
き
分
析
す
る
。

第
4
表
か
ら
工
業
構
成
の
変
化
を
み
る
と
、
今
日
も
そ
の
阪
神
に
お
い
て
の
地
位
は
相
変
ら
ず
高
い
と
は
い
え
、
紡
績
な
ど
の
軽
工
業

部
門
の
比
重
が
低
下
し
、
代
っ
て
重
工
業
と
く
に
機
械
部
門
の
地
位
が
高
ま
っ
て
い
る
。
と
の
事
は
数
字
上
か
ら
み
る
と
阪
神
全
般
が
高

度
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
如
く
で
あ
る
が
、
実
態
は
か
な
り
複
雑
で
あ
り
、
全
国
あ
る
い
は
京
浜
に
較
べ
て
か
な
り
顕
著
な
内
容
的
特
色
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
各
部
門
ご
と
に
現
況
分
析
を
行
な
っ
て
み
た
い
or

繊
維
部
門
に
お
い
て
阪
神
が
京
浜
を
圧
倒
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
前
述
の
如
く
紡
織
部
門
の
中
心
は
中
京
に
う
つ

軽

工

業

部

門

り
、
阪
神
は
現
在
む
し
ろ
染
色
、
整
理
、
落
綿
糸
、
混
紡
な
ど
の
全
国
的
中
心
と
な
り
、
周
辺
部
の
タ
オ
ル
、
毛
布
や
、
中
心
部
の
メ
リ

ヤ
ス
、
衣
服
な
ど
加
工
度
の
高
い
繊
維
製
品
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
生
産
の
性
格
が
大
都
市
的
と
な
っ
た
も
の
と
い
え
、

京
浜
と
内
容
は
異
る
が
性
格
的
に
は
同
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

(2) 

重

工

業

部

門

ま
ず
鉄
鋼
業
は
全
く
民
間
資
本
に
よ
り
成
立
し
、
平
炉
、
単
圧
、
鋼
材
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
わ
が
国
工
業
の
中
核
の
一
つ
を
な
し
、
終

戦
直
後
は
戦
災
に
よ
る
鉄
屑
を
原
料
に
立
直
り
が
早
か
っ
た
が
、

一
九
五
一
年
の
鉄
鋼
統
制
以
来
の
技
術
革
新
、
鉄
鋼
業
再
編
成
に
よ
る

一
貫
化
と
系
列
化
の
過
程
の
な
か
で
、
次
第
に
地
場
資
本
の
独
自
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

化
学
工
業
で
は
有
機
化
学
部
門
の
発
達
が
お
く
れ
、

と
く
に
肥
料
、

フ
ィ
ル
ム
、
印
画
紙
は
発
展
を
み
ず
、
医
薬
品
を
始
め
染
料
、
化

粧
品
な
ど
無
機
部
門
、
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

セ
メ
ン
ト
、
石
油
精
製
な
ど
も
全
く
発
展
を
み
な
か
っ
た
。

そ
の
他
こ
こ
に
あ
げ
な
か
っ
た
も
の
を
も
含
め
軽
工
業
、
重
工
業
と
も
全
般
的
に
消
費
財
生
産
の
比
重
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
増
し
つ
つ



あ
る
。

以
上
の
論
述
に
お
い
て
は
統
計
上
の
都
合
か
ら
工
業
を
重
工
業
と
軽
工
業
に
二
大
分
し
な
が
ら
進
め
て
来
た
が
、
工
業
の
性

格
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
は
別
の
角
度
か
ら
、
筆
者
ら
が
京
浜
に
お
い
て
行
な
っ
た
⑬
如
く
素
材
、
組
立
、
雑
貨
の
三
部
門
に
分

類
し
て
考
察
し
て
み
る
事
が
有
効
で
あ
る
。

no 

そ
こ
で
、

組
立
工
業
と
雑
貨
工
業

阪
神
に
お
け
る
戦
後
の
工
業
開
発
の
主
役
と
な
っ
た
の
は
停
滞
的
な
素
材
都
門
で
は
な
く
耐
久
消
費
財
を
中
心
と
し
た
組
立
工
業
で
あ

り
、
そ
れ
と
共
に
相
変
ら
申
す
も
う
一
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
雑
貨
工
業
で
あ
る
点
は
京
浜
と
類
似
し
て
い
る
が
、

そ
の
成
立
や
存

在
内
容
は
地
域
間
で
非
常
に
異
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
、
組
立
と
雑
貨
の
内
容
の
差
異
を
京
浜
と
の
聞
に
求
め
る
事
に
よ
っ
て
こ
そ
、
阪
神

の
性
格
や
地
位
低
下
の
原
因
を
最
も
シ
ャ
ー
プ
に
解
明
し
う
る
と
考
え
る
。

④ 

組

業

立

工

本
稿
に
お
い
て
は
組
立
工
業
の
内
容
を
京
浜
の
場
合
よ
り
範
囲
を
拡
げ
一
般
機
械
部
門
を
も
含
む
こ
と
に
す
る
。

阪神工業地帯の形成

ま
ず
、
機
械
工
業
で
京
浜
を
上
回
っ
て
多
い
も
の
と
し
て
は
石
油
機
関
、

ノf

フ
ラ
ン
シ
ス
タ
ー
ビ
ン
、
農
業
・
繊
維
・
醸
造
各
機
械
、

ル
プ
製
造
機
、
木
管
な
ど
が
あ
る
が
工
作
機
を
は
じ
め
多
く
の
部
門
を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
は
京
浜
が
繊
維
・
農
業
機
械
な
ど
一
部
を
除

い
て
殆
ん
ど
の
部
門
の
生
産
を
あ
げ
て
い
る
の
と
比
較
し
て
著
し
く
肢
行
的
で
あ
る
。

輸
送
機
械
工
業
で
は
銅
造
船
、
貨
車
、
電
車
そ
れ
に
三
輪
車
に
お
い
て
京
浜
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
自
動
車
工
業
に
お
い
て
は
最
近
よ

う
や
く
ダ
イ
ハ
ツ
が
生
産
を
始
め
た
だ
け
で
あ
り
全
く
問
題
に
な
ら
な
い
。
現
在
日
本
工
業
発
展
の
推
進
力
と
も
い
え
る
岡
部
門
の
構
造

127 

的
な
低
さ
は
京
浜
に
全
く
お
く
れ
を
と
る
大
き
な
原
因
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
自
転
車
、
ミ
シ
ン
な
ど
問
屋
の
支
配
下
に
、
技
術
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的
に
低
位
な
零
細
部
品
工
場
が
集
団
化
し
商
業
資
本
の
収
奪
を
受
け
な
が
ら
発
展
を
み
た
こ
と
は
、
耐
久
消
費
財
部
門
に
お
け
る
阪
神
の

大
き
な
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。

精
密
機
械
工
業
で
は
、
そ
の
殆
ん
ど
の
生
産
が
京
浜
に
集
中
し
、
全
国
の
一
O
%
以
上
を
占
め
る
も
の
は
わ
ず
か
に
体
積
計
、

庄
力

計
、
眼
鏡
枠
だ
け
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

ま
た
阪
神
で
は
電
機
工
業
が
隆
盛
を
極
め
て
い
る
と
い
う
の
が
一
般
的
通
説
で
あ
り
、
ま
た
確
か
に
一
O
%
と
阪
神
の
な
か
で
は
最
も

高
い
構
成
比
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
を
み
る
と
テ
レ
ビ
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
、
乾
電
池
、
真
空
管
、
盤
光
灯
、
蓄
電
池
、
ミ
キ
サ
ー
、

電
熱
機
、
洗
濯
機
、
扇
風
機
、
掃
除
機
、

ア
イ
ロ
ン
と
い
っ
た
家
庭
用
電
器
が
主
体
で
あ
り
、
そ
れ
も
京
浜
に
先
駆
け
て
発
展
し
、
全
国

市
場
を
圧
倒
し
て
い
た
も
の
が
次
第
に
京
浜
の
メ
ー
カ
ー
に
蚕
食
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
現
在
京
浜
を
上
回
る
生
産
を
あ
げ
て
い
る
の
は
後
の

六
品
目
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
重
電
部
品
や
電
話
機
、

き
、
労
働
者
数
に
よ
っ
て
総
合
力
を
み
て
も
全
国
の
二
O
M
で
京
浜
の
四
五
%
に
は
全
く
及
ば
な
く
な
っ
て
い
る
。

交
換
機
、

拡
声
装
置
、

通
信
装
置
一
般
、

そ
れ
に
電
球
と
そ
の
口
金
な
ど
を
欠

以
上
の
如
く
、
阪
神
の
組
立
工
業
の
発
達
は
、
京
浜
の
そ
れ
が
全
部
門
に
及
ん
だ
の
に
対
し
、
消
費
財
を
中
心
に
著
し
く
肢
行
的
で
あ

る。
こ
れ
は
工
業
地
帯
の
形
成
過
程
、
と
く
に
軍
拡
期
に
お
い
て
政
府
に
よ
る
公
共
投
資
や
援
助
が
京
浜
に
強
行
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が

そ
の
後
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
戦
後
官
需
が
別
の
形
で
京
浜
に
複
活
集
中
し
た
た
め
に
一
部
民
需
品
を
除
い
て
発
展
の
機
を
も
た

な
か
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。
阪
神
は
戦
後
単
一
部
品
メ
ー
カ
ー
を
底
辺
と
し
た
組
立
工
業
の
生
産
組
織
の
形
成
に
お
い
て
京
浜
に
お
く
れ

を
取
り
、
そ
し
て
、
こ
の
事
が
結
果
的
に
は
関
連
全
部
門
に
影
響
し
阪
神
の
地
位
低
下
の
主
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

@ 

雑

貨

工

業



主
要

雑
貨

生
産

集
団

業
種

分
布
地
域
(
対
全
国
比
}

業
種

分
布
地
域
(
対
全
国
比
)

既
製

~Ii 
東

区
(

ー
)

タ
オ

Jレ
大
阪
南
部
，
泉
佐
野
市

(
3
5
%
)

;( 
リ

ヤ
ス

福
島
区
，
北
区
，
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淀
区
他

(
2
6
%
)

毛
布

泉
大
津
市

(
6
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%
)
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，
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市
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%
)
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丁
)

堺
市
(
ー
)

セ
ル

ロ
イ

ド
生
野
区
，
東
成
区
，
布
施
市
，
八
尾
市
(
ー
)

.，、"
 リ

カ
ン

枚
岡
市
(
ー
)

マ
ホ

ウ
ピ

ン
大

淀
区

，
西

成
区

(
9
3
%
)

作
業

工
具

枚
岡
市
，
中
河
内
郡

(
4
9
%
)

メ
力
「
ネ
レ
ン
ズ

生
野
区
(
田
島
町
)

(
3
4
%
)
 

ス
ダ

レ
富
田
林
市
，
河
内
長
野
市
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3
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.
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5
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.
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回
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阪
神
の
雑
貨
工
業
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。

一
つ
は
生
野
区
田
島
町
の
ス
ラ
ム
に
一
五

O
軒
以
上
が
集
中
し
て
い
る
眼
鏡
レ
ン
ズ

ゃ
、
現
在
は
そ
れ
程
で
は
な
い
が
労
働
強
化
で
病
気
に
な
り
回
復
し
た
工
員
に
設
備
を
与
え
独
立
さ
せ
て
い
た
セ
ル
ロ
イ
ド
、
そ
れ
に
万

年
筆
な
ど
都
市
雑
業
者
層
の
低
賃
金
に
依
存
し
た
内
職
的
家
内
工
業
で
あ
り
、

他
は
人
口
の
八

O
屈
が
従
事
し
、

内
職
代
は
一
時
間
七

円
、
学
童
も
夜
の
一
時
ま
で
働
き
中
学
不
就
学
率
一
八
%
、
近
視
率
一
二
%
(
一
九
五
三
年
)
と
い
う
信
太
山
村
の
人
造
真
珠
や
柏
原
町

の
貝
ボ
タ
ン
に
代
表
さ
れ
る
綿
作
凋
落
地
に
発
生
し
た
農
村
工
業
で
あ
る
。

何
れ
の
タ
イ
プ
も
低
賃
金
労
働
依
存
の
安
価
生
産
を
目
的
と
し
て
お
り
、
京
浜
の
雑
貨
工
業
が
高
級
品
の
多
種
、
小
単
位
生
産
を
特
色

と
す
る
@
の
と
相
異
る
阪
神
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
雑
貨
工
業
は
最
近
の
求
人
難
等
に
よ
り
大
き
く
変
貌
し
よ
う

と
し
て
い
る
。一O

、
あ

と

カ3

き

以
上
、
阪
神
工
業
地
帯
に
つ
き
、
構
造
変
化
を
中
心
と
し
て
形
成
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
結
果
、
阪
神
が
民
間
資
本
を
中
心
に

全
国
に
先
駆
け
て
軽
工
業
(
紡
績
な
ど
)
を
主
体
と
し
て
中
心
的
工
業
地
帯
と
な
っ
た
が
、
戦
争
を
中
心
に
国
家
独
占
資
本
の
形
成
が
進

み
、
政
府
に
よ
る
国
家
統
制
が
強
ま
る
に
つ
れ
次
第
に
そ
の
中
心
性
を
失
っ
て
来
た
状
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、

工
業
地
帯
形

成
の
大
き
な
歯
車
を
浮
き
ぼ
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、

工
業
地
帯
の
形
成
を
さ
ら
に
完
全
に
理
解
せ
ん
と
す
る
た
め
に
は
日
本
全
体
の
な
か
の
阪
神
の
変
化
と
い
う
大
き
な
歯
車
だ

け
で
は
な
く
、

そ
れ
が
工
業
地
帯
と
し
て
如
何
な
る
地
域
展
開
を
み
た
か
、

ま
た
、

工
業
開
発
が
大
都
市
の
発
展
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し

て
い
る
か
と
い
う
小
さ
な
歯
車
、

お
よ
び
潤
潤
油
と
し
て
の
労
働
力
の
地
域
的
形
成
な
ど
の
分
析
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
の
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点
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
の
報
告
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。
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